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輸出する際の注意事項 
 本製品を国外に持ち出す際は、外国為替および 

  外国貿易法などの輸出関連法規を遵守のうえ、必要な 
手続きをお取り下さるようお願い申し上げます。 
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はじめに 

 

この度は、弊社製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。本書は、弊社製

品の取扱方法、操作手順、注意事項などを説明したものです。 

正しく安全にお使い頂くために、弊社製品をご使用になる前に、本書をよくお読みく

ださい。また、いつでもご利用いただけるよう大切に保管してください。他の製品を合

わせて購入されたお客様は、各々の取扱説明書も合わせてよくお読みいただき、正しい

取扱方法をご理解願います。 

 

１．弊社製品を実際に取り扱われるお客様について 

弊社製品を取り扱うには、ご使用になる国で公的に有効とされている一般的な安全教

育を受講する必要があります。また、電気、機械、荷役、真空などに関する専門知識お

よび技能、資格が必要です。特に、クライオポンプを正しく安全にお使い頂くためには、

クライオポンプに関する正しい取扱方法を習得していることが必要です。初めてご使用

されるお客様には、クライオポンプの使い方講習会（有料）を随時実施致しております

ので、こちらをご利用ください。講習会への参加を希望される方は、弊社サービス技術

部までご連絡ください。 

 

２．保証について 

２．１ 無償保証期間と保証範囲について 

【無償保証期間】 

貴社または貴社顧客殿に据付後１年未満、または弊社工場出荷後１８ヶ月（出荷日

より起算）以内のうちいずれか短い方と致します。 

 

【保証範囲】 

（１）故障診断 

一次故障診断は、原則として貴社にて実施をお願い致します。 

但し、貴社要請により弊社または弊社サービス網がこの業務を有償にて代行

することができます。尚、故障原因が弊社側にあると認められた場合は、無

償で対応致します。 

 

（２）輸送による損傷 

納入時に、輸送上の不具合による損傷が認められた場合には、売買契約に謳

われる保証範囲内で製品を無償で修理いたします。 
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（３）故障修理 

故障や損傷の発生あるいは性能低下に際しての修理、代品交換、現地出張は、

保証期間内であっても、次の①②③④⑤⑥⑦の場合は有償とさせて戴きます。 

① 貴社及び貴社顧客殿など貴社側における不適切な保管や取扱い、不注意

過失および貴社側のソフトウェアまたはハードウェア設計内容などの事

由による場合。 

② 貴社側にて弊社の了解無く弊社製品に改造などの手を加えたことに起因

する場合。 

③ 弊社純正部品以外のものの使用、あるいは、弊社製品の仕様範囲外で使

用したことに起因する場合。 

④ 貴社及び貴社顧客殿での使用中の汚染、腐食による場合。 

⑤ 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害、異

常電圧、指定外の電源使用などに起因する場合。 

⑥ その他弊社責任外と認められる場合。 

⑦ 消耗品及びその交換。 

上記サービスは原則として国内における対応とし、国外における故障診断などは

ご容赦願う場合がございます。海外でのアフターサービスをご希望の場合は、事

前に弊社までご照会ください。 

 

２．２ 機会損失などの保証責務の除外 

無償保証期間内外を問わず、弊社製品の故障に起因する貴社あるいは貴社顧客など

貴社側での機会損失ならびに弊社製品以外への損傷、その他業務に対する補償は弊社

の保証外とさせて戴きます。 

 

２．３ 生産中止後の修理期間 

生産を中止した機種（製品）の修理につきましては、生産を中止した年月より起算

して７年間の範囲で実施いたします。 
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３．故障連絡時に必要な項目 

製品をお受け取りになりましたら、下記の枠内をご記入ください。故障時は弊社サー

ビス技術部、または最寄りの CS センター（サービスネットワーク参照）までご連絡く

ださい。 

 

クライオポンプ・スーパートラップ型式名：                

クライオポンプ・スーパートラップＳ／Ｎ：               

冷凍機 型式名             ：               

冷凍機 Ｓ／Ｎ                     ：               

コンプレッサユニット型式名      ：               

コンプレッサユニットＳ／Ｎ      ：               

温調器・表示計 型式名         ：                             

温調器・表示計 Ｓ／Ｎ          ：                             

オプション型式名           ：               

オプションＳ／Ｎ           ：               

 

４．修理・メンテナンス依頼時の注意事項 

修理・メンテナンスのご依頼の際、有害物質の有無や汚染物質の情報をお知らせ頂け

ない場合は、修理等をお断りさせて頂きます。また、弊社または最寄りの CS センター

への輸送中に発生した汚染物質による事故につきましては、お客様の責となりますので

梱包には充分ご注意ください。 

  

５．故障、事故発生時の現場保存のお願い 

製品の故障や事故において、原因追及のための現場保存や製品の回収などが必要と

なることがあります。また、詳しい経過や使用条件の報告をお願いすることがありま

す。原因不明な不具合が起きた場合は、弊社サービス技術部、または最寄りの CS セン

ター（サービスネットワーク参照）にご連絡をお願い致します。上記のご協力をお願

い致します。 

 

６．注意事項 

（１） 本書の一部、または全部をアルバック・クライオ株式会社の許可なく複写、複

製または転載すること、第３者に開示したり譲渡したりすることを禁じます。 

（２） 本書の記述内容は、製品の仕様変更や、改良などのためお断りなしに変更する、

あるいは改訂する場合があります。 

（３） 本書の記述内容は万全を期して作成していますが、ご意見・ご質問等がありま

したら、弊社までご連絡ください。 
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安全のための警告マーク 

弊社製品は、適切な方法で使用すれば安全に運転ができるように設計されています。 

本書では、弊社製品を正しく運転するための注意点を次のようなマークで表していま

す。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

警 告 

注 意 

感電についての注意を示します。 

有毒ガスについての注意を示します。 

腐食性ガスおよび液体についての注意を示します。 

可燃性ガスについての注意を示します。 

爆発性ガス、高圧ガスについての注意を示します。 

高温度についての注意を示します。 

本注意文を無視した場合、使用者が傷害を負う可能性および 

物的損害の発生する可能性があります。 

本警告文を無視した場合、使用者が死亡または重傷を負う 

可能性があります。 
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警 告 

廃棄方法について 

 

 

産業廃棄物処理に関する法規・条例等は、廃棄する国や地域で定められています。 

弊社製品を廃棄する際は、該当する法規・条例等に従って処理してください。 

 

 

 

クライオポンプや冷凍機が有毒な物質で汚染されている場合、廃棄する前に安全管理者へ

連絡してください。安全管理者の指示のもと、有毒物質を除去した後に廃棄してください。 

 

 

弊社の製品に関する安全データシート(ＭＳＤＳ)については、ご要望に応じて提供してお

りますのでご用命ください。 
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出荷品目リスト 

 
製品を受け取ったら、下の表の内容が揃っているか確認してください。 

品名 数量 

CRYO METER MBD-S or MBD-T (電源コード付) (*1) １ 

クランプキット(保持金具 & 取付ネジ×2) １ 

コネクタ一式(R03-PB3M，R03-PB2F) (表 3-1 参照) (*2) １ 

取扱説明書(本書) １ 

(*1)電源コード長は 3m固定です。 

(*2) MBS-C,または MBSとの接続ケーブル型式一覧を MBS-C 取扱説明書の

表 1-2(Page 2)に掲載しています。 

その表により、用途に適したケーブルを別途選定・発注下さい。 

 なお、このケーブルを発注した場合、上記コネクタ一式は付属しません。 

 
 

クライオメータＭＢＤシリーズの点検、調整について 

クライオメータＭＢＤシリーズの点検、調整が必要な際は、弊社サービス技術部ま

でご連絡ください。弊社は本機についての回路その他の変更処置はいかなる場合も

許容しません。それらによって生じた調査、点検、調整、修理は保証期間内でも有

償となりますのでご注意ください。 
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1.  特徴と型式 
クライオメータ ＭＢD シリーズは、弊社クライオポンプに取付けられたクライオ熱電対温度計

MBS-C、または MBS と組合せて使用する極低温用の温度表示計です。これらのクライオ熱電

対温度計のアナログ出力信号を受けてクライオポンプの二段ステージ温度を数値表示します。

表示範囲は 10Kから 350Kです。 

従来からの MBDが拡張され、MBD-S と MBD-T の 2種類となりました。違いは電源ケーブル

です。MBD の同等品は MBD-S であり、電源ケーブル端末として AC100V プラグが付きます。 

一方、MBD-Tは入力電源がAC200Vである場合などに用いられ、電源ケーブル端末は丸端子

となります。 

MBD-Sの外観を図 1-1に、MBD-Tの外観を図 1-2に示します。 

 

 

 

 

 

図 1-1  MBD-S外観   図 1-2  MBD-T外観 

(型式区分) 

MBD -  
 

 

 

 

 

 

図 1-3 MBDの型式区分 

(発注可能な名称) 

下記の名称で指定することも可能です。下記のように MBD と指定された場合は、MBD-S を指

定されたものとみなします。 

ご指定名称 型式 
MBD-S 、MBD、またはMBD (AC100V)  MBD-S 
MBD-T、または MBD (AC200V) MBD-T 

 

 

以下の説明では、MBD-S とMBD-Tを区別する必要がない場合に「MBD」を統一名称として用います。 

 

S = 電源プラグ付き 
T = 端末丸端子処理 

(スリーブ付圧着端子Φ3.5) 

電源コードの種別 

< 注記 >
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2.  一般仕様 
 

表 2-1 一般仕様 

型式 MBD-S MBD-T 

本体外形寸法 90(W) x 43(H) x 119(D) (mm)  (詳細は外形寸法図を参照) 

温度表示 クライオポンプ二段ステージ温度 数値表示(3桁) 

表示範囲 １０Ｋ - ３５０Ｋ（－２６３℃ - ＋７７℃） 

表示精度 

 

±2％（フルスケール） 
（ただし、１０Ｋ - ３０Ｋでは±１Ｋ） 

アナログ入力 

(ANALOG IN) 

５Ｖ - ０Ｖ（１０Ｋ - ３５０Ｋ） 
入力インピーダンス: 約 100KΩ 

入力電源 

 

電圧：100 - 115VAC ±15%
電流：0.15A typ. 

電圧：100 - 220VAC ±15% 
電流：0.15A typ. 

同上用 

電源コード 
2極アース付きプラグ(*1) 3m 

端末丸端子処理 3m 
(スリーブ付圧着端子Φ3.5)  

24V出力 
(POWER OUT) 

クライオ熱電対温度計 MBS / MBS-Cの専用電源(*2) 
電圧：23 - 25VDC, 電流：120mA max 

使用環境 

屋内、標高1000m以下。直射日光・腐食性ガスのないこと 
使用温度: 0 - 40°C (typ. 25°C) 
保存温度：－20 - 70℃（氷結しないこと） 
湿度：４０ - ８５％ＲＨ (結露なきこと) 

絶縁抵抗 AC入力 – FG: ５０ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖメガーにて） 

絶縁耐圧 
AC入力 - FG:  AC2000V / 1min 
24V出力 - FG:  AC500V / 1min 

ノイズ耐量 

(インパルス法) 

電源ノイズ: (50nS/1uS)  

コモンモード/ノーマルモード: 2000V 

入出力ノイズ: (50nS/1uS) 

コモンモード/ノーマルモード: 500V 

質量 約５００ｇ 

注 

 (*1)電気用品安全法に従った国内用電源コードです(PSE 125V-7A)。 

本プラグでAC200Vを使用することは避けてください。 

 

 (*2)温度計1台のみの電源です。複数台、または他の機器の電源としては使用できません。 
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図 2-1 MBD前面パネル 

 
 
3.  コネクタ仕様 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 MBD背面 

 
 

表 3-1 コネクタ入出力ピン 

名称 
リセプタク
ル 
ピン名称 

接続可能な 
プラグ形式 

ピンの割当て 機能 

 
POWER 
OUT 
24V 

 
 
 
 
 

R03-PB3M 
又は 
R03-P3M 
(ケーブル付属)

A +24V 
MBS/MBS-C 用 
24V 電源出力 
 

B No Connection 

C 0V 

ANALOG 
IN 

 
 
 
 

R03-PB2F 
又は 
R03-P2F 
(ケーブル付属)

A + INPUT MBS/MBS-C からの 
アナログ信号入力 
+5 – 0V /10 – 350K B - ACOM 

 
 

A B 

A 

B 

C 

Ｋ

デジタル温度表示 3桁 

電源ランプ 
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4.  取付け 
 
MBD に付属しているクランプキットを用いて MBD を表示パネルに取付ける方法を以下で述べていま

す。 この取付け後に、付属されているケーブルを MBD に接続します。 

 

(1) 以下に示しているパネルの四角穴に対して、前から MBD を挿入し、奥まで入れます 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ねじ締付け型の保持金具を MBDの上下、 

   または左右に取付けます。 

 

 

 

客先パネル 92 -0.0, +0.5

又は 

(2)

(パネルカット)

(1)

45 –0.0, +0.5 

保持金具取付け位置

保持金具取付け位置 

(2)

 

 

(3) しっかりと MBD を取付けするために固定用ネジを締付けます。 

 

 

(盤の内部)

(3) マイナスドライバを使用して締める

(フロント) 

(3)
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◆配線 
クライオメータＭＢＤをパネルに取付けした後に、下図のように MBS-C と配線します。「MBD - MBS-C

接続ケーブル」(MBD-HS30)を用いると、MBS-Cの I/O中、POWERとANALOG OUTに接続します。

この場合、MBS-Cの RELAY部と K(CA)コネクタの配線は、ユーザ施工となります。(下図点線部) 

他の接続ケーブルを選択する場合は、MBS-C取扱説明書の、表 1-2または資料 2を参照ください。 

なお、従来の MBSに MBD-S,MBD-T を接続する場合は、従来の「MBS-MBD接続ケーブル」が必要

となりますので、その場合はご指定ください。また、その接続方法を図 4-2に示します。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 4-1 MBD-S/MBD-T と MBS-C の配線 

 
 

配線の引き回しについて 
動作中に発生する相互干渉を防止するために、信号線、制御線、そして AC 電力線は各々別配
管による敷設をすべきですが、特に MBS-C のアナログ信号線の配線は、他の装置やそれ用の
AC 電力線や制御線の配線と同じ配管に入れたり、一緒にまとめたりするような敷設をしないでく
ださい。MBS-Cの動作に干渉する影響を与えるからです。 
別配管ができない場合には、異種配線とは距離を充分に(一般的には 300mm以上)とって敷設し
てください。干渉を避けるための効果があります。 
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(*2) MBS-MBD接続ケーブル (5m) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(注:点線部はユーザ配線) 

 

図 4-2 MBD-S/MBD-T と MBSの配線 
 

 

 

 

配線の引き回しについて 
動作中に発生する相互干渉を防止するために、信号線、制御線、そしてAC電力線は各々別配管に
よる敷設をすべきですが、特にMBSのアナログ信号線の配線は、他の装置やそれ用のAC電力線
や制御線の配線と同じ配管に入れたり、一緒にまとめたりするような敷設をしないでください。MBS
の動作に干渉する影響を与えるからです。 
別配管ができない場合には、異種配線とは距離を充分に(一般的には 300mm 以上)とって敷設して
ください。干渉を避けるための効果があります。 
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◆電源接続とプロテクション 

 

図 4-3にMBD-S,MBD-T用の電源例とその接続を示します。ここで、ステップダウントランスの容量は、 

(*1) 使用するMBD個数 x 15 x 3 [VA]  

 

分岐用プロテクタまたはヒューズは、 

(*2) 使用するMBD個数 x 0.15 x 4 [A] 

 

にて、計算することを推奨します。 

例えば、合計4個を使用する場合には、4 x 15 x 3 = 180 [VA]以上のトランスを用い、4 x 0.15 x 4 = 2.4 [A]

のプロテクションとします。この場合 200VA のトランスと、3A のヒューズまたはプロテクタを選定すること

になります。 

(注: 従来のMBDと比較し、MBD-S,-Tは消費電流が少なくなっています。) 

 

なお、MBD-Tのように 200V使用の場合は、ラインサージも大きくなりますので、バリスタを端子台近くに 

設置することを推奨します。 

(*3)推奨バリスタ型式: ERZV10D471 松下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 MBD-S/MBD-Tの電源回路 
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電源ランプ 
クライオポンプ内 
二段ステージの温度 

5.  使用方法 
 
MBDに電源を入れる 

MBD の入力電源を入れます。もし、なにか正常でないことや危険が生じた場合には、ただちに、MBD

用分岐電源を遮断してください。その場合は、遮断後に「6. 故障と対策」を参照しながら、配線チェック

を実施してください。.電源投入後は、電源ランプが点灯していることを確認してください。 

でないことや危険が生じた場合には、ただちに、MBD

用分岐電源を遮断してください。その場合は、遮断後に「6. 故障と対策」を参照しながら、配線チェック

を実施してください。.電源投入後は、電源ランプが点灯していることを確認してください。 

  

MBDによる温度のモニタリング MBDによる温度のモニタリング 

MBDはクライオポンプの二段ステージの温度を数値表示するので、その温度をすぐに目視確認できま

す。 

MBDはクライオポンプの二段ステージの温度を数値表示するので、その温度をすぐに目視確認できま

す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

図 5-1 クライオメータMBDの表示 図 5-1 クライオメータMBDの表示 

  

  

  

  

6.  故障と対策 6.  故障と対策 
  
予防的メンテナンスとチェック 予防的メンテナンスとチェック 
  

定期点検時には、以下の項目をチェックしてください。 定期点検時には、以下の項目をチェックしてください。 

筐体また接続されているケーブルに損傷がないこと 筐体また接続されているケーブルに損傷がないこと 

ケーブルにストレスがかかっていたり、力が加わっていないか ケーブルにストレスがかかっていたり、力が加わっていないか 

ケーブルのプラグはしっかりと締まっているか ケーブルのプラグはしっかりと締まっているか 

以上について、なにか問題があれば、それを正しい状態に直すか、あるいは、弊社カスタマーサポート

に修理を依頼するかをしてください。 

以上について、なにか問題があれば、それを正しい状態に直すか、あるいは、弊社カスタマーサポート

に修理を依頼するかをしてください。 

  

- * 
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トラブルシューティングの手順 
表 6-1 トラブルシューティングリスト(1/2) 

問題点 着目点 考えられる理由 実施すること 
電源をオンしたが、電源ラン

プが点灯しない。 
主電源 
電源コード 
ヒューズ(内部) 

1.MBD への供給電

源が低電圧か、ま

たは 0V 
2. 配線上の問題 
3. MBDの故障 

MBDへの AC供給電源電圧を
調べます。 
問題がなければ、MBD の 電
源コード、接続状態、(弊社支
給ケーブルが用いられているこ

と)、正規の電圧がケーブルを
通じて MBD に来ているかどう
か調べます。 
以上に問題がなければ、MBD
不良の可能性があります。

MBD交換のために弊社サービ
スを呼んでください。 

電源ランプは点灯している

が、MBS-C のランプは何も
点灯していない。 

DCパワーケーブル 
MBD POWER OUT 

1. 配線上の問題 
2. MBD故障 
3. MBS-C故障 

MBDとMBS-CをつなぐDCパ
ワーケーブル(弊社支給ケーブ
ルが用いられていること)の接
続状態や損傷がないか調べま

す。また、MBD POWER OUT
から正規の DC 電圧が出てい
るかも調べます。 
以上に問題がなければ、MBD
不良の可能性があります。

MBD交換のために弊社サービ
スを呼ぶか、より、調査を進め

るために、MBS-C 取扱説明書
を参照してください。 

電源ランプは点灯している

が、温度数値の表示は無表

示である。 

信号ケーブル 
MBD内部 

1. 配線上の問題 
2. MBD故障 

信号ケーブルに損傷はない

か、また、配線の引き回しは適

切か調べます。 
以上に問題がなければ、MBD
不良の可能性があります。

MBD交換のために弊社サービ
スを呼んでください。 

MBD が表示する温度と

MBS-C の状態表示とは合っ

ていない。 

信号ケーブル 1. 配線上の問題 
2. MBD故障 
3. MBS-C 故障 

MBD と MBS-C をつなぐ信号ケ

ーブル(弊社支給ケーブルが用

いられていること)の接続状態

や損傷がないか調べます。 

問題がなければ、ケーブルプラ

グのところで電圧を調べ、

MBS-C 取扱説明書から、その

電圧に対応する温度を見つけ

ます。 

その温度とMBD表示数値が合

わないならば、MBD 不良の可
能性があります。MBD 交換の
ために弊社サービスを呼ぶ

か、より、調査を進めるため

に、MBS-C 取扱説明書を参照

してください。 
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表 6-2 トラブルシューティングリスト(2/2) 

問題点 着目点 考えられる理由 実施すること 
クライオポンプが運転中なの

に、一向に温度表示が変化

しない。 

信号ケーブル 1.クライオポンプ運転

上の問題 

2.配線上の問題 

3.MBD 故障 

4.MBS-C 故障 

正しいクライオポンプの運転が

できているか調べます。また、

MBS-C の状態表示と MBD の

温度表示が同じような変化をし

ているかを見ます。 

同じならば、運転上の問題であ

って、MBDの問題ではありませ

ん。 

逆に運転上の問題がなけれ

ば、一つ上のコラムに記載され

た手順によるチェックを行ってく

ださい。 

表示温度が不安定である。 信号ケーブル 

DC パワーケーブル 

電源コード 

配線と、その引き回し

の問題(ノイズ、サー

ジなど) 

MBD と MBS-C をつなぐ信号ケ

ーブルと DC パワーケーブル

(弊社支給ケーブルが用いられ

ていること)の接続状態や損傷

がないか調べます。 

不具合がない場合は、これら

のケーブルの引き回しを調べ

ます。ケーブルは、電源やドラ

イブ出力線の近くには配置す

べきでありません。 

パワーラインのアース導体も

MBD のケーブルから離しておく

必要があります。MBD の電源

コードについても、電力スイッチ

ングをしている装置の主電源

線の近くにあってはなりませ

ん。 

 

注意「配線の引き回しについ

て」を参照ください。. 

また、問題の改善のために弊

社サービスと相談してください。

数字ではないキャラクタが表

示されている。 

信号ケーブル 

DC パワーケーブル 

電源コード 

配線引き回しの問題

(ノイズ、サージなど) 

MBD故障 

まず、ケーブルの引き回しをチ

ェックします。 

問題がなければ、MBD 不良の

可能性があります。MBD 交換

のために弊社サービスを呼ん

でください。 
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サービスネットワーク 
  

 お問い合わせ窓口、メンテナンスやトラブル対応のサービスネットワーク等は、 
弊社のホームページ  www.ulvac-cryo.com  でもご案内しています。 

 

 

アルバック・クライオ株式会社 www.ulvac-cryo.com 
 

〒253-0085 神奈川県茅ヶ崎市矢畑 1222-1 
営業 Tel: 0467-85-8884 
サービス技術 Tel:  0467-85-9366 

 Fax: 0467-83-4838 
 

 
韓国アルバック・クライオ株式会社 
ULVAC CRYOGENICS KOREA INC.  www.ulvac-cryo.co.kr 
 

107, Hyeongoksandan-ro, Cheongbuk-Myeon, Pyeongtaek-si, 
Gyeonggi-Do, Korea, 17812 

 Tel: +82-31-683-2926 
 Fax: +82-31-683-2956 

 
 
寧波アルバック・クライオ有限公司 
ULVAC CRYOGENICS (NINGBO) INC.  www.ulvac-cryo.com 
 

No.888 Tonghui Road, Jiangbei District, Ningbo, China 315020 
 Tel: +86-574-8790-3322 
 Fax: +86-574-8791-0707 
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初版 

出荷品目リストの改訂（コネクタ一式付属追加） 

「はじめに」の全面見直し。 

「クライオポンプの廃棄方法」に UCN追加。 

サービスネットワーク全面見直し。 

「はじめに」「廃棄方法について」「サービスネットワーク」

改訂。 

「はじめに」「サービスネットワーク」改訂。 

「サービスネットワーク」改訂。 

「サービスネットワーク」改訂。 
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